
　会員や一般の方から寄付・提供される衣類、靴、カバン等が一定量集まると開催する無料提供

の「りちゃいくる」

本年度は 5月 26 日㈭、5月 31 日㈫、12 月 4 日㈰、１月 15 日㈰、

2月 5日㈰の 5回開催しました。

日時や対象者、申込方法など毎回試行錯誤しながらチャイ活委員

会が企画・運営しています。参加者から「次回はいつですか？楽

しみにしています。」「これで洋服を買わずに済んでいるんですよ。」

という言葉をかけていただき、思わずニッコリのチャイ活スタッフです。

ホームスタートのインスタグラム

　ホームスタートを身近に感じていただきたく、2022 年 9 月からインスタグラムを始めました。

・ホームスタートって何？　

・どんなことをしているの？　　　　　　　　　　　　

　などなど　写真付きで紹介しています。

　※ＱＲコードから覗いてみてください。

ビジターにご興味がありましたらいつでも永井、福田 (利 )にご連絡ください。

　＜たま塾＞毎週木曜日、夜 7時から 9時までの 2時間、チャイルドケア事務所を借りて中学生

対象の無料学習塾を開いています。様々な事情により学習塾に通う事ができない家庭の子どもた

ちが対象で、塾講師の経験がある先生とボランティアたちに励まされながら、希望高校入学を目

標にそれぞれのペースで勉強に取り組んでいます。

                                                    

★2023 年 4 月　理事の井田徳子さんが 1年間の休みをとって日本縦断・サイク

リングの旅に出発します。障がい児サポート研修会の講師も務めた井田さん。

経験豊富で生活力旺盛な井田さんが無事『とうちゃこ～』して元気な姿と冒

険談をたくさん披露してくれるのを楽しみに待っています。

眞壁ビル 3階のチャイルドケア事務所まで階段は何段あるでしょうか。

　※答えを書いて事務所「クイズの箱」に入れてください。

　正解者の中から抽選で 5名の方に素敵な（じゃないかも・・）プレゼント

　を差し上げます。応募締切は 7月 15 日
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TOPICS 2022-2023

チャイルドケア事務所はこのような団体にも活用されています

りちゃいくる 

私は絵本を作りたいなぁ～。子どもが小学校の 6年間、学校に行って絵本の読み聞かせをし
ていたんです。絵本が大好き♡♡♡　自分で絵本を作ったこともあって、また作りたいなぁ
と思ってる。そしてせっかく子育て支援の場で活動しているのだから、自分の思い描く子育
て支援を展開したいなぁ、っていう夢があるんです。自分にはどんなことができるかなぁ～っ
てワクワクしています。

ﾜｰｶｰｽ ・゙ｺﾚｸﾃｨﾌﾞﾁｬｲﾙﾄﾞｹｱ 発行責任者 永井圭子

連絡先 大和市鶴間 1-21-19 眞壁ﾋﾞﾙ３階 TEL 046-264-5726　
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ボランティア募集中です！！　　　　　　　      

こども食堂プロジェクト＠やまと

理事会 4年目終了しました！経験も浅いし自信もなかった
けど理事に任命された時、プラスになることや得られるこ
ともあるかなぁ～と思ったんですよね。子育て支援の全体
も見てみたかったし。

　こども～る中央林間の小林有希子と岡野真理子です。
たった今、第 12 回理事会が終わりました。

錚々たるメンバーが揃う理事会の中で頑張ったワタシタチ。
2023 年度またガンバらなくちゃねー！ 小林有希子岡野真理子

私はこども～るに入って仕事をして充実感があったから、もっ
と支援できることがあるんじゃないかと思って 2年前、理事を受けた！

理事として一人一人が意識を持つことが大事なこと
だとわかったし、自分のスキルアップも必要。

チャイルドケアの全体を見て、色々な支援事業が必要とされているんだなと
わかったわ～。こども～るのプレゼンを通して国の子育て事業の意図も明確
になってきたので、どこから手をつければ良いか考えなくてはいけなくて。
どこから始めてどこまで支援できるか・・自分の課題も山積。

そんな中、お母さんたちが喜んでくれると嬉しいですよね。元気のない人が
元気になってくれるとか、子どもが懐いてくれるとか・・ね。

嬉しい！嬉しい！　

緊張感もあるし、対応が難しい時もあるから丁寧にこなして
いかなきゃね。そして時にはリラックスも必要なんだけど、私は主
人と公園巡りをするのが夢。２人であちこち公園を歩きまわるの。
そしてこれからは乳幼児期の発達心理の勉強もしたいと思ってる。

その前にちょっと一息。

皆さんも有希子と真理子のおしゃべりタイムにお付き合いください。



ホームスタート 

Q. ホームスタートを知ったのは？
☆妊娠中にファミサポ登録した時にアドバイザー
の小林さんからホームスタートの事を聞いて、是
非とも利用したい！と思いました。

Q. オーガナイザーが説明に来た時はどうでした？
　☆何でも聞いてくれてお願いしやすかったです。
初めてでも信頼感があって、悩み事も聞いてもら
えました。

Q. ビジターと会った時は？
☆同じ双子のママということで心強い味方が来て
くれた！と思いました。でも正直依頼した時は、
双子のママでなくても誰でもいいから助けて～と
いう気持ちでした。

Q. 終了した今の気持ちは？　
☆子どもは 1 歳になりますが、ここまでなんとか
一人でやってこられたのは堀川さんのおかげと
思っています。双子ならではの子育てを教えても
らえたし、一人だとハードルが高かった買い物や
保育園見学につき合っていただき、どんなに助かっ
たことか・・3クール、限られた時間の中でいろい
ろやっていただき感謝してもしきれないです。もっ
と利用できれば嬉しいとは思いますが、長く続く
と関係性が違ってくるかなぁとも思いますし。堀
川さんとのお別れは淋しかったです。最後の日に
子どもと私からの感謝の気持ちという形でメッ
セージカードをお渡ししました。
　　          ～　～　～
その後、清水さんは双子のママにホームスタート
の利用を勧めたそうです。自分と同じく助けを求
めている人に「頼りになる人が近くにいるよ・・」
と自信を持って伝えたとのことです。
　

清水さん

蓮君、謙君

ホームビジター

堀川さん

interview 
清水さんと堀川さん 

　すでに皆さんにも耳馴染みのある家庭訪問型子育て支援「ホームスタート」。常に子育て現場にア

ンテナを張り巡らしている永井理事長が何年も前から情報を集め、2018 年に理事会に提案した事業で

す。「ホームスタートジャパン」からも説明に来ていただき理事会で内容を検討しましたが、果たし

て無償の訪問員が集まるのだろうか、資金的に運営継続可能なのだろうか・・という不安を抱えなが

ら総会に諮りました。が、養成講座には毎回 10 名近くの応募があり今や 28 名のビジター（訪問員）

登録となっており、この活動に賛同して寄付してくださる方や団体もあります。

  そこで、今回はホームスタートのビジターが月 1回集まる「交流会」と実際の訪問を取材し、ホー

ムスタート特集としました。

               2 月 17 日　ホームスタート交流会

2月という季節柄か出席者は少なかったのですが、養成講座を終えた

ばかりというフレッシュなメンバーもいて新人ながらすでに訪問活動

進行中という頼もしい話が聞けました。

　

今野 (柳橋･初参加 )：親子との触れ合いの中で母の困っている事などを聞くと、自分の子育て期を振

り返り、懐かしく温かい気持ちになりました。そして逆に元気をもらっています。

堀川 (横浜・瀬谷区 )：今野さんと受講しました。双子を持っているので双子のいる家庭へ訪問に行っ

てます。今のところ双子専門です。「とにかく手が欲しい！訪問員は老若男女問わないから来てほし

い！」という切迫、切実な依頼に応えています。

湯川 (つきみ野 )：訪問を通して 10 ヶ月男児の成長をつぶさに見て、驚き感動しました。そんなこと

でサポートに自信もつきました。病院や外遊びの付き添いがあり、付き添いだったら「ファミサポ」

でも良いのでは？と思ったけれど、母親の希望を重視するのがホームスタートなんだなぁ・・と解っ

てきました。おばあちゃん的な人がいてくれることに憧れているのだと思います。

　

猪狩 (福田 )：ビジター登録は 3年前でしたが、今年の 1月に初めて訪問をしました。母親が夕飯の

支度をしている時に 4歳児と 1歳 2ヶ月児の 2人をみていました。

蛯原 (深見西 )：親子を見て自分の子育て期を懐かしんでいます。私が訪問した方は、保健師からホー

ムスタートを紹介されたそうです。周りからはずいぶん心配されていた方ですが、のんびりした母親

なので (そういう人なんだなぁ～ )と思いながらサポートしました。

田中 (横浜・港南区 )：昨年秋に養成講座を受講し、12 月から活動しています。利用者さんは、どこ

でどのような支援をしてもらえるのかを自分で探し、ホームスタートにたどり着いた、ということで

した。今の若いパパ、ママは情報を集めるのが得意ですね。そして私たちは求めている支援にどう応

えていくか、、常に考えなくてはなりませんね。

ファミサポと違って双方連絡先交換をしない、というルールになっていますがそれについて『そこが

ホームスタートの良さだと思っています。縁あって出会った者同士、連絡を取り合わないからこそ限

られた時間の中で集中して見守り、見守られそして一人でやっていけるかな、と思った頃に終わり、

分かれる・・それで良いのだと思います』と、こんな胸のすくような言葉が聞けた交流会でした。 　

　　　　

▽双子の家庭への訪問と聞いたとき、男子×男子
で私と同じという事で「嬉しい、力になれるかも
しれない！」と思いました。

▽私にとっては訪問日すべてが印象的です。なぜ
なら、清水さんが毎回笑顔で迎えてくれて、双子
ちゃんもはじめは誰が来たの？という表情から、
目が合うとあっ！堀川さんだ！と笑顔で迎えてく
れるようになったからです。清水さんが乳腺炎に
なりかけ助産院に行った時のこと、処置中に痛く
て辛いでしょうに双子を見ている私を気遣ってく
れたり、時間を気にしてくれたり、凄く強くて優
しい人だなぁと感動しました。

▽最終日に「思い出作りましょ！」とシリウスに
行き、スタバで清水さんオススメのサクララテを
注文し、双子ちゃんが寝ている車の中で飲みまし
た。「これで終わりだなんて思えませんね～」と話
している時、渡したいものがあるんですとメッセー
ジカードをいただきました。帰宅後に開けてみて
ビックリして何度も何度も見返しました。育児で
少しでも休みたいはずの貴重な時間にこんな手の
込んだカードを作ってくださるなんて・・嬉しく
て涙がでました。
心のこもった気持ちを頂けて本当に感激しました。
と同時にこういう場をくれたホームスタートにも
感謝です。

 清水さん、お元気でしょうか？ 3 クールご一緒さ
せていただけて感謝しています。何時も笑顔で迎
えてくださり、気持ち良くボランティア活動がで
きました。蓮君、謙君も抱っこ～と甘えてくれる等、
素直に嬉しかったです。近くでスクスク成長して
いるのを見られたし、清水さんがママとして強く
逞しく輝いている姿を拝見できて、私も励みになっ
ていました。メッセージカードは私の大切な宝物
です。私は日々子どもに親育てをしてもらってい
るな～、としみじみ感じています。だんだんと言
葉を覚え、歩き始めて沢山の喜びを味わえる。そ
れも二人分 (笑 )双子の親しか味わえない
苦労も喜びも楽しめますね！清水さんのよ
うにおおらかに朗らかに子育てを楽し
みたいです。
お互いに頑張りましょうね！

message 

以下☆:清水さん

以下▽: 堀川さん


